
Ｎｏ 著　書　名 著　者 出　版　社 発　行　日

1 杉田玄白 片桐 一男 吉川弘文館「人物叢書」 1971年3月5日

2 戦国時代対外応接関係史料 片桐 一男 近藤出版社「日本史料選書」（9） 1972年6月1日

3 年番阿蘭陀通詞の研究 片桐 一男 近藤出版社「日本史料選書」（14） 1977年9月10日

4 阿蘭陀通詞の研究 片桐 一男 吉川弘文館 1985年2月25日

5 杉田玄白と『解体新書』・緒方洪庵 片桐 一男 ぎょうせい「教養講座ｼﾘｰｽﾞ」（55） 1989年11月3日

6 シーボルト 片桐 一男 ぎょうせい「教養講座ｼﾘｰｽﾞ」（58） 1991年12月10日

7 蘭学、その江戸と北陸　－大槻玄沢と長崎浩斎－ 片桐 一男 思文閣出版 1993年5月1日

8 阿蘭陀通詞今村源右衛門英生 片桐 一男 丸善「丸善ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ」（145） 1995年1月30日

9 蘭学事始とその時代 片桐 一男 日本放送出版協会「NHK文化ｾﾐﾅｰ・歴史に学ぶ」 1997年4月1日

10 未刊蘭学資料の書誌的研究Ⅱ 片桐 一男 ゆまに書房「書誌書目ｼﾘｰｽﾞ」（81） 2006年10月31日

11 未刊蘭学資料の書誌的研究 片桐 一男 ゆまに書房「書誌書目ｼﾘｰｽﾞ」（43） 1997年7月18日

12 開かれた鎖国　－長崎出島の人・物・情報－ 片桐 一男 講談社「講談社現代新書」（1377） 1997年11月20日

13 阿蘭陀宿海老屋の実態 －Ⅰ研究篇、Ⅱ史料篇 片桐 一男 思文閣出版 1998年5月9日

14 京のオランダ人 －阿蘭陀宿海老屋の実態－ 片桐 一男 吉川弘文館「歴史文化ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ」（40） 1998年6月1日

15 杉田玄白　蘭学事始 片桐 一男 講談社「講談社学術文庫」（1413） 2000年1月10日

16 江戸の蘭学医学事始 －阿蘭陀通詞・吉雄幸左衛門耕牛－ 片桐 一男 丸善「丸善ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ」（311） 2000年1月20日

17 江戸のオランダ人 －カピタンの江戸参府－ 片桐 一男 中央公論社「中公新書」（1525） 2000年3月25日

18 出島 －異文化交流の舞台－ 片桐 一男 集英社「集英社新書」（0058D) 2000年10月22日

19 レフィスゾーン江戸参府日記 片桐 一男　訳 雄松堂出版「新異国叢書」第三輯　第六巻 2003年3月25日

20 平成蘭学事始 －江戸・長崎の日蘭交流史話－ 片桐 一男 智書房 2003年12月26日

21 カピタンの江戸参府 片桐 一男 雄松堂出版 2004年11月19日

22 阿蘭陀宿長崎屋の資料研究 片桐 一男 雄松堂出版 2007年11月17日

23 それでも江戸は鎖国だったのか －オランダ宿日本橋長崎屋－ 片桐 一男 吉川弘文館「歴史文化ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ」（262） 2008年11月1日

片桐一男氏寄贈書目録から（一部抜粋）


